
浦和高校ＥＣＯ通信 

              ２２年度 第１号 

環境委員会総務部発行  平成２２年４月２８日（水） 
               （この機関誌は、廃棄された紙の裏を使用しています。） 
１ 環境委員会の紹介 

 今年は、正式の生徒会組織として元年を迎えます。例年にならい、今年も以下のパート

が活動を始めます。各パート長からのお願いがあります。よろしくお願いします。 

  

環境教育講演会パート      パート長 ３５Ｒ 室城智志 

麗和セミナーや独自講演会を企画していきたいと思います。ますます関心が高まってい

る環境問題。いろいろな見解が飛び交っていますが、希望の講師などがいましたら、私の

ところまでお知らせください！ 

 

環境測定・実験パート      パート長 ３５Ｒ 新谷 慈 

 環境測定や実験を企画していきたいと思います。また、皆さんからのアイディアも受け

付けています。測定してほしい項目などがあったら、お知らせください。 

 

エコ・グランプリパート      パート長 ３６Ｒ 中村亮平 

・対象期間は課業日のみですが、今年もエコグランプリをやります。対象内容ややり方な

どを工夫いたします。また、逐次、クラスでの電量使用量の報告をしたいと思います。 

 

国際環境交流パート     パート長 ３３Ｒ 吉田直也（委員長兼任）  

・昨年、一昨年と外国の大使館（ドイツ、デンマーク）訪問を行ってきました。今年も大

使館訪問をするか、そのほかの国際交流を考えるか、検討中です。アイディアも受け付

けています。 

 

植栽管理パート    パート長 ２４Ｒ  関本隆太郎 

・今年も植えます、キュウリとトマトとゴーヤー。グリーンカーテンは今年もやりたいの

ですが、皆さんも見守ってくださいね。なお、茂ると日差しをさえぎるので、２～３度程



度の温度低下が得られます。葉っぱがゆれますので、風は通します。そのとき若干ですが、

空気が冷やされ、遮光と風通しをあわせると体感的には 5 度くらいの温度低下が見込まれ

ます。今年は少し苗の本数を増やしました。 

 

企業訪問パート      パート長 ３４Ｒ 中村宇明 

・環境に配慮した企業や学校の訪問をし、それをレポートします。浦高に還元できるアイ

ディアだけでなく、視野を広げる意味でも、広くエコの発想と実践の報告をできるといい

とお思います。 

 

資源回収パート       パート長 ２３Ｒ 齋藤友貴 

・包装紙を封筒に作り変える作業は今年もやる予定です。ペットボトルのキャップは、す

でに回収袋を置かせていただいていますが、ロータリー・クラブでポリオ（小児麻痺）・ワ

クチンに代えていただいています。今後ともご協力お願いいたします。 

 

百年の森パート      パート長 ３８Ｒ 今村佑太  

・7 月 17 日（土）・18 日（日）百年の森作業（同窓会主催）があります。同窓会の主催

ですので、それに参加させていただく、というスタンスです。一女や熊高も森の作業を近

隣で開始しています。日程が合えば、同日作業の可能性もあるかもしれません。ＯＢの方

柄は大歓迎。みなさん、ふるってご参加ください。 

 

※ほかにもこんなパートを、という自由な発想を待っています。 

 

２ 環境委員会全体委員会 

・全体委員会は４月２１日（水）の昼休みに行いました。 

 

３ エコステーションの使用について 

２階昇降口にあるエコステーションはだれが使ってもかまいません（もちろん１年生も）。

ただし、清潔や整理整頓の徹底など、いくつか規則がありますので、きちんと守って使い

ましょう。 

環境教育室１と２の鍵は常時開放（利用者ノートを置き、利用者名を記入させる） 

教職員の利用が優先する場合がある（ホワイトボードに記入） 

環境教育室３（資料室）にはエコ改修資料を常置するので、常時施錠とする。原則的に

は使用は教員が優先する（相談などのため）。 

最近、使用マナーが悪くなっています。ごみ（パンの包装やアメ・ガムの包み紙、消し

ゴムのかす、持ち込まれたトイレットペーパーロール、また使用後の紙など）の散乱が

時々目に付きます。自分で出したごみは自分で片付けるのがマナーです。 


